
 

 

○ 「検査・相談体制の充実」の位置付けを強化 
 ・「検査・相談体制の充実」は、エイズ対策の重要な施策の１つであるため、新たに単独の章として位置付ける 

 ・場所や時間帯等、受検者の利便性に配慮した検査を実施し、医療機関受診を促す 

○ 個別施策層に対する検査について、目標設定の必要性を明記 
 ・個別施策層に対し効率的に検査を実施する観点から、重点都道府県等に定量的もしくは定性的な目標設定を求める 

○ 地域における総合的な医療提供体制の充実          

 ・各種拠点病院と地域の診療所等の診療連携体制を構築する 

 ・中核拠点病院におけるコーディネイト機能を担う看護師等の配置を推進する  

 ・肝炎･肝硬変等の併発症･合併症対策は、当該研究及び医療について、診療科間の連携のもと、その取組を強化する 

 ・精神医学的介入による治療を円滑に行うため、精神科担当医療従事者に対する研修を実施する 

 ・診療連携を進め、長期療養・在宅療養の患者等を積極的に支える医療体制整備を推進する 

○ ＮＧＯ等との連携の重要性を明記 
 ・個別施策層に対する施策の実施及び普及啓発等において、ＮＧＯ等と連携し施策を実施する 

 
 ※施策の実施状況等の継続的なモニタリングと評価を行い、必要な改善を行う 

エイズ予防指針改正（案） 

 我が国のエイズ動向は、個別施策層（特に青少年やＭＳＭ）を中心に新規ＨＩＶ感染者・エイズ患者ともに依然とし
て増加傾向にある。一方で、エイズ治療の進歩により患者の延命が図られ、長期・在宅療養等の新たな課題も生じ
ている。 こうした状況を踏まえ、今般の指針改正に当たっては、以下の重点的に取り組む新たな対策を中心に、社
会全体で総合的なエイズ対策を実施していく方針を示した。 
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